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GEOLIS(日本地質文献デｰタベｰス)作り

舞台裏からの報告

本荘時江･武田福美･菅原義明(地質庸報センタｰ資料情報課)

TokieH0NsH0･YoshimiTAKEDA･YoshiakiSUGAwARA

1年程前の本誌紙上(No,396)で日本地質文献デｰ

タベｰス:GeoLiSの作成に至る歴史的経過と製作工程

を紹介した.

手作業の目録作りを卒業してコンピュｰタによるデｰ

タベｰス作りに移行してから早や2年以上が経過した.

初年の1986年は5,825件2年目の1987年には6,987

件の地学関係論文の入力を終了しこの2年分はデｰタ

ベｰスから出力して出版し大学等の関係機関にお届け

した.今3年目を迎えて今年の入力は果して何千件

となるやらと思いを馳せるこの頃である.

約2年前当所情報解析課(元地質情報解析室)によ

って開発された入力ソフトを前にしてさあ入力関婚!

となった時のことが昨日のように思い出される.

私達図書館員6名(室長補佐も含む)は英文タイプラ

イタｰには日常馴れ親しんではいたもののコンピュｰ

タは初体験に等しい.うっかりキｰを押してしまった

らせっかく作って頂いたソフトを壊わしてしまうので

はたいかと恐れおののいたのである.しかし幸い

コンピュｰタの扱いは入力だけなら“馴れ"で通じるこ

とがすぐ解った.

およそ千件の入力終了毎に入力ミスたどをチェック

して検索用デｰタベｰスとして回一デングすることに

決めた.数回のロｰデソグを重ねて1年分の入力を終

了し再度入力ミス探しのチニックを始めた.我が目

を疑うほどの驚きであった.何たる不統一!著老名

索引では同一著者が数カ所に分れている.収録資料名

一覧をみるとこれまた同一雑誌名カミ数カ所にひど

いのは7～8ケ所にも分れている.

何故こんたに別れてしまったのか.コンピュｰタは

恐ろしい.ヨミのたった1字が違ってもスペｰスの

入れ方コンマの打ち所1つが異っても数百字の中の

たった1字が異っても全く別のものとしてコンピュｰ

タは認識してしまうのだ.例えば｢長田芳一｣長

田:ナカタ･オサダ芳一:ヨシイチ･ヨシカズ･ホウ

イチこの姓と名のヨミを組み合わせると6通りのヨミ

とたる.またr地質調査所｣はチシツ]チョウサシ

ョ･チツツ]チョウサジョ･チシツ]チョウサ]ショ･

チシツ]チョウサ]ショと4通りにも分れてしまう.

このようた具合で数限りたい不統一カミ生れてしまったの

である.

GeoLiSの入力プログラムによる日本語の入力はヨミ

としてカナもしくはロｰマ字を付ける一方GeoLiS

から出力して冊子体目録の著者名索引キｰワｰド索引

を作るためには入力の段階で著老名論題名資料名

たどすべての日本語はヨミを付けねぽたらたい.この

ヨミで私達は大いに苦しんだのである.その経験を紹

介してデｰタベｰスを構築されている方々への参考に

なれぼまた何らかのアドバイスを頂けれぽと願って

いる.

亙.地名の“ヨミ"

漢字には旧字体･新字体があることは良くご存知の通

りなのだがこの事が私達が入力する上での支障の一つ

とたった.地名の表記は公の出版物は新字体で統一

されている.しかし地名が論題名に使われる場合に

は必ずしも新字体に統一されてはおらずしぱしぱ旧字

体で出てくる.入力は論題名の項目には止むを得ず記

載通りとするがキｰワｰドの項目では新字体に修正し

て入力することに統一している.

地名のヨミを調べる方法としては古今に出版されて

いる各種の地名辞典毎年改訂し出版されているr日本

分県地図｣カミある.r日本分県地図｣は市町村名にふ

りがたを付けてあるので私達の入力作業にたいへん役立

っている.しかし論題名ではもっと細かい地名カミ出

てくることもしばしぼである.この時には文献での調

査はお手上げで町村役場に電話をして間い合わせる.

役場の方に用件を話すととても丁寧に対応して頂ける

ので助かるがたまには不正確たこともある.な壱た

ら連音や濁音促音,方言によって日常使われている

うちに音読みカミ変化してしまうこともあるらしい.こ

の傾向は山や河川等の自然地名には特に顕著である.

例えばr樽前山｣のヨミは国土地理院の資料によると

rタルマユサソ｣道立地下資源調査所の資料ではrタ

ルマイザソ｣とある.どちらも公の機関の資料である

ので統一するには困ってしまうのだが独断と偏見も含

めて同じ国の機関である国土地理院のヨミを採ること

にした.
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また地名のヨミでは当所の研究者にしばしば間い

合わせをしてお手を煩わせてもいる.

2｡日本人姓名の多様さ

日本人の姓は世界一種類が多いと聞いてはいたカミま

さにその通りと実感している.｢GeoLiS1986｣には

4,500名以上の｢GeoLiS1987｣は5,300名ほどの日本語

表記の著者名が登録された.この中で一番多い姓は

r1986｣では“鈴木"さんで68名(ちなみに2位は“佐藤"

さんで56名)｢1987｣では1位カミ“佐藤"さんの73名(2

位は“鈴木"さんの63名)とたっていて最大多数の姓で

も全体のわずか1%強であることからしても多種である

ことカミ半虹る.

非常に難かしい姓を調べるにはr実用難読奇姓辞典｣

(篠崎晃雄著目本加除出版KK)を大いに参考にさせて頂

いているがこの本にも載っていない姓も1年に数件は

お目にかかる.そんた場合は仕方が改いので音読みに

して入力することに統一している.

私達を一番脳ませるのは実は難読姓ではなくてご

く易しい姓なのである.例えほr角田｣さん.｢ス

ミダ｣｢スミタ｣｢カクダ｣｢カクタ｣｢カドク｣｢ツノダ｣

｢ツノタ｣ざっと7種類のヨミがある.どのヨミが正

しいのかは私達入力者には全く判断できない.東:ア

ズマ･ヒガシ金原:カネハラ･キソバラ早田:ハヤ

タ･ソウダ上村:ウエムラ･カミムラ小坂:コサカ

･オサカ今田:コンダ･イマダ海野:カイノ･ウミ

ノ･ウソノ渡部:ワタベ･ワタナベ等々枚挙にいと

まがない.この他清音･濁音の雨音を持つ字の類い

1988年10月号

:崎･藤･川･原などこれまた無数にある.

姓のヨミカミ色表それに名前のヨミまで加わって

“1986"年分の入力を終了した頃は姓名のヨミによる分

散と混乱はその極に達してしまった.

これを解決するには1つには英文論文又は英文表記

の付いた論文を探し有れぽこれを正しいヨミとして他

の表記を訂正するやり方がある.もう1つには昭稲

30年代から1枚1枚書き留め蓄積してきた資料情報係専

用の著者名カｰドを持っていてこの目録カｰドで調べる

方法がある.この著者名目録カｰドは私達の目録作

りの財産とも言うべきもので地質文献目録を作るため

に論文を1枚1枚のカｰドに記入しだから同時に英文や

カナ表記のある論文に出合ったときに補充し書き留め

たもので現在9,800枚(名分)を保有している.

この二つの方法でもヨミが不明な場合はその本人又

は所属する機関に電話で間い合わせ調査している.

GeoLiS入力分の日本人著者名は2年分で約7,800名

分となったがその殆んどを上記の方法でヨミの確認を

済ませておりこの名前デｰタを使用してコンピュｰ

タのロｰカルモｰドでの検索システムを担当者が作成し

た.現在はGeoLiSの入力をしたから氏名のヨミの検

索が可能になっている(第1表参照).

ヨミに次いで不統一なのは文字の表記である.詩文

に記されている著者名はその出版老の編集方針によっ

て新字体に統一しているところ著者の表記通りとする

ところ等まちまちである.出版物の表記通りに入力し

て年間分を纏めてみると同一姓名がいろいろな文字で出

てくる.そのうち新旧字体で分れてしまう実例の一都

分を示すと次のような字があった.�
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本荘･武田･菅原

榮｡栄櫻･桜海･海瀧･滝勤･勤

廣･広國･国齋･斎澤･沢壽･寿

淺･浅荘･荘縄･総藏･蔵濱･浜

岡]姓名の統一を図るために私達は旧字体･新字体の

ある文字は原則として新字体に統一することにした.

原則としてと書いたのは例えば龍｡竜嶽･岳など

では割り切るには迷いがあってr全てを新字体とする｣

と断言出来たい所があるからであと1年位は迷ってみ

ようと考えている.

新しい著者が毎年殖え続けるであろうが著老名に関

してはヨミも表記も統一化の方向で大部分が固まりつつ

あると言えるまでにたった.

3.最大の悩みはキｰワｰド付け

1)何故論題名からキｰワｰドを選ぶのか?

所内にr文献デｰタベｰス委員会｣(委員長以下15名

で構成)が昭和61年に発足委員のうち研究者8名が

作業部会委員を兼ねて各人の(学問)専門分野でGeo-

LiSに入力する論文の採･盃の選択に当っている.

作業部会長は資料室の受入れ手続きを終了した資料

を各委員の専門分野に基づいて振り分ける.各委員

は資料室に来てこの各専門分野ごとに振り分けられた

資料に随時目を通し入力論文を選択することにたって

いる.

当所資料室は年間約13,000冊の資料を受け入れてお

り8名の研究者が平均に資料を扱ったとして年間1人

1,625冊1ヵ月135冊の資料に目を通さねぽたらな

い.雑誌は1冊に少なくとも7～8論文学会講演

要旨だと数百論文が掲載されているので1ヵ月135

冊とはいえ論文数にしてみるとこの十数倍もの論

文を扱って採録論文の選択を行っていることにたる.

作業部会の研究者は自分の研究のかたわらこの採

録作業に当っているのでその労力は大変たもので研

究者の協力があるからこそGeoLiSの信頼性が高めら

れているのである.

研究者は論文選択だけでもかなりの負担となってい

る上にキｰワｰド付与もということにたると作業量

は更にふえ現在の数倍もの協力が必要とたる.現

状ではそのような体制は到底取り得たいため次善の

策として私達図書館員である入力者がキｰワｰドを付

与することになった､しかし論題名が論文内容を

必ずしも的確に表現していたい場合も多くせめて内

容を示している最小限のキｰワｰドを補いたいのだカミ

私達は地質学の専門分野に入るといわゆる“門前の

小僧"である.門前の小僧たちが出来得ることは

論題名に使われている語からキｰワｰド(いわゆる自然

語*)を抜き出すこと位がせいぜいである.

2)キｰワｰド選定のむづかしさ

このような事情から思いがけたい作業の1つとしてキ

ｰワｰド付げが私達入力者の肩にのしかかってきたので

ある.

入力開始以前の私達の打ち合わせでは日常地学用

語には多少とも耳馴れているのでシソｰラスが作られて

いない現状からは“自然語"でいくしかないということ

にたった.自然語という言葉の持つ暖味た感じに何

とたく安心感を持ってしまってかなり気楽に考えてしま

った.いざキｰワｰド付げが始まったとき私達は一

様に立ち往生してしまったのである.キｰワｰドとは

何か?が皆正確には理解出来ていたかったからである.

私達各自がそれぞれに慶味たイメｰジを持ってはいたも

のの6人のキｰワｰドをつき合わせてみると各人の

選んだキｰワｰドは語の区切りや集合のさせ方が各人各

様であり無残た結果となった.

例えば｢中新統砂子坂層産潮間帯性貝類化石群｣から

キｰワｰドを採ると二通り以上の採り方がある.

a:中新統｡砂子坂層･潮間帯(性)･貝(類)･化石(群)

b:中新統･砂子坂層｡潮間帯性貝類化石(群)･貝類化

石(群)･化石(群)

aの採り方は意味のある最小隈の語まで細分するや

り方で各語はかたり大まかたとらえ方になる.bは

かなり正確た採り方と上位概念を含めた採り方カミでき

る.この他a,b組み合わせた採り方も出来る.

私達はa,bどちらの採り方が良いのかこの2年間

迷い続けてきたのである.

採り方の問題の外に必要語不要語の問題がある.

例えば地域･区域を表わす語:～地方･～北部･～周

辺など集合を表わす語:～類･～群だと年代や期問

を表わす語:中新世後期･上部デボン系だと.

著者名の項で触れた表記の統一の問題はここにも共通

している.旧字体･新字体漢字･カナ表記の不統一

それに外来語のカナ付けの不統一だと問題点は山積し

*自然語

非統制語･FreeTemともいう.シソｰラスによる統制語

に対する語日常用いる語を索引語とするので利用者は思い

つく限りの同義語･外来語･略語を並べて検索Lたければ探

し洩れを生む恐れがある.

一方統制語は多義語の意味を1つに限定し同義語削ど

は1つの語のみを生かしてその他は生かした語を参照する

ので索引語としてはすぐれている.しかしそのためにはシ

ソｰラスの作成が前提となる｡
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てし･る.

キｰワｰド検索をする場合例えば“花こう岩"とい

う表記の場合花嗣岩･花コウ岩の表記では検索の網か

らもれてしまって出て来たい.シミュレｰション･シ

ュミレｰションフォッサ･マグナフォッサマグナ

などの例でも同じことが起きる.これでは検索者はあ

らゆる表記の種類を駆使したければ完全た検索が出来た

いので誠に不便である.この部分に関しては1年間

の入力終了時にキｰワｰドリストを出力してキｰワｰド

ファイルだけは出来る限り統一することに努めた.

3)問題点の解決方法は?

数限りない疑問と不安を抱えての2年間の入力であっ

た.1年目は入力するだけで精一杯2年目に入って

著者名･資料名の統一の土台がほぼ出来た.ここまで

は図書館担当者の努力で解決できる範囲のものであっ

た.

しかしキｰワｰドに関わる問題は研究者の協力たLに

は解決できたい事がかたりはっきりしてきた.

そこで本年5月｢文献デｰタベｰス委員会｣の研

究者委員にキｰワｰドに関するアンケｰトをお願いし

た.アンケｰトの内容は①1987年に入力Lた論文の

中から116論文題名を抽出して私達入力者が付与した

キｰワｰドの適･盃を間う問題②r日本地質文献目録

1987｣のキｰワｰド索引約6ぺ一ジ分を抽出して語の

要･不要表記の統一化の必要性などを間う問題で

あった.

このアンケｰトに対して研究者12名から解答を頂き

その結果を集約して｢文献デｰタベｰス委員会｣で検討

を行った結果をここに簡単にご報告したい.

��■■■��

第2表���アンケｰトでの研究者の指摘数字は回答者数�

論題名�入力考が付与Lた���

�キｰワｰド�追加�削除�部分削除(下線)分割(～と～)修正(→)

小笠原弧火山フロント�小笠原弧:火山フロント:�カルデラ1�火山フロント1�海形海山カルデラ1

の海形海山カルデラ中�海形海山カルデラ:�硫化物1��小笠原弧1'

に発見された熱水性硫�熱水性硫化物���熱水と硫化物1

化物����

人工知能的手法を用い�黒鉱生成モデル�人工知能6��黒鉱と生成モデル1

た黒鉱生成モデルの検��黒鉱1��

討(演旨)����

潜在的レアアｰス資源�レアアｰス資源:玄武岩類:��レアアｰス1�レアアｰス資源1:(佐賀)2一

としての玄武岩類一佐�佐賀県:東松浦(佐賀):���玄武岩類1:一

賀県東松浦玄武岩類に����レアアｰスと資源1

つし･て一����

愛知県幡豆郡一色町佐�愛知県:幡豆郡(愛知):��転石3�～(愛知)2

久島の化石(海岸の転�一色町(愛知):転石:���

石を調査して)�佐久島(愛知):化石���

津軽地方の歴史地震津�津軽地方:歴史地震津波:�津波3�歴史地震津波3�歴史地震津波1:地震津波1一一

波一湖沼底堆積物によ�地震津波:湖沼底堆積物:��堆積物3:地震津波1�歴史地震津波2一

る歴史津波の研究�堆積物:歴史津波:青森県��歴史津波2�湖沼底堆積物1

東海地方の歴史津波一�東海地方:歴史津波:津波:��ディアナ号3:津波1�安政東海津波1

安政東海津波,下田で�安政東海津波:東海津波:��東海津波2�

の挙動から,ディアナ�下田:ディアナ号:海霧:��歴史津波1�

号の感じた海霧(Sea�SeaShock���

�����

仙台市西方,安達火山�仙台市西方:安達火山:���噴出物→火山噴出物2

噴出物のスト回ソチウ�噴出物:宮城県:���スト目ソチウムと同位体1

ム同位体比�ストロンチウム同位体比:���仙台市西方2一

富士火山1707年(宝永�富士火山:火山噴出物:�1707(宝永4年)1�噴出物1:層序1�火山噴出物2一

4年)噴出物の層序に�噴出物:層序:組成変化�宝永1:県1名�組成変化1�火山噴出物又は噴出物のどち

そった組成変化����らか1つ1

中部地方における後期�中部地方:更新世後期:���更新世後期1'

更新世の古気候�古気候:���
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①キｰワｰドの付け方は個人差が大きい

私達入力者が付けたキｰワｰドに対して研究者に適･

盃を指摘して頂いた例のごく一部を表2に紹介する.

この例からもキｰワｰド付げがいかに個人差があるか

がわかるが次の1例は最もよくその特徴を示してい

る.(第3表参照).

第3表<論題名>津軽地方の歴史地震津波一湖沼底堆積物に

よる歴史津波の研究

∵����研究者(回答者)���

�資料室������

�愉戉�搉�昀

津軽地方�O�○�○�○�○�○�○

歴史地震津波�○�○�����

地震津波�○�○�○�○���

湖沼底堆積物�○�○�○�○�○��○

堆積物�O�○�○���○�

歴史津波�○�O���O�○�

青森県�O�○�○�○�○�○�○

回答者の追加��津波��歴史地震�津波�湖沼�歴史津波

��(3名)�����

委員は各学間分野毎に選ぱれていることもあって全間

題に回答してもらうには無理があり各自の分野だけを

回答した委員が少たくたかった.このため回答の集約

は同一意見カミ多い場合でも4～5名殆んどカミ1～2名

の指摘であった.委員会で一堂に会して改めて検討し

た結果も結論を得た事項はごく一部で殆んどが今後

の課題として持ち越されることとなった.

②ほぼ合意に達した事項

a論文中に対象となっている地域があるときはその

地域の所属する県名とキｰワｰドとして付与する.

例論題名:岩手火山周辺の岩屑流

キｰワｰド:岩手火山･岩屑流･岩手県

(県名の追加はデｰタベｰス構築開始時から合意を得てい

たので付与されている)

b地域･区域の部分を表わす語は原則として不要

例～南部～西方～地方～地域～地区～南

縁部～周辺

･河川の周辺を表わす語例えぱ～流域～下流

～上流域たども不要

･海域を表わす語は省賂したい.例えば～沖～海

域ただL海域を表す語が重複する場合はどちら

かを省略する.

･例外として東北地方関東地方中部地方などの

表記はそのままとする.東北関東などの表記は

東北地方関東地方に直す.

また目本の区域を表す中部日本東北目本たど

の表記は必要とする.

C集合を表す語は省略する.

例火山岩類遺跡群

･～層群はそのままとする.

d地震･噴火など現象の起きた年は省略する.

例伊豆火山噴火(1986)御岳くずれ(理)

(1987年入力分は論題名に年号の表記のあるものは上

記のように表記したが1988年入力分からは省略する)

e期問･年代を表わす語は省略する.

例新期御岳テクラ層中新世後期

f量･揚模等を表す語は原則として省略する.

例大型化石大観模崩壊含マソガソ鉱物大蛇紋

岩体微量水銀

･1つの用語として成立している語例えほ“大地震"

“徴小地震"は省略Lたい.

⑧結論を持ち越した事項

aキｰワｰドの採り方

キｰワｰドの採り方はかたり個人差があることは前述

の通りであるがアソケｰトの回答と私達入力老の経験

から二つのパタｰソで採る便向があると言える.(第

4表参照)｡

第盗表

例�Aタイプ�Bタイプ

大隅花嵩閃緑岩�大隅花嵩閃緑岩�大隅

�花崩閃緑岩�花嵩岩

�閃緑岩�閃緑岩

地附山地すべり�地附山地すべり�地附山

�地すべり�地すべり

大山系角閃石安山岩�大山系角閃石安山岩�大山

�角閃石安山岩�角閃石

�安山岩�安山岩

Aタイプ:細分から上位概念までを取り入れる

Bタイプ:最小区分の語に分げ並列に採る.

Aタイブは目的が的確に絞れる上位概念が組み込

める利点がある反面キｰワｰドカミ長くなる年間分を

纏めたときに大きなくくりとたらないのでキｰワｰド数

が非常に多くたってLまう.また冊子体目録にLたと

きに検索には有効であるがぺ一ジ数カミ増えてしまうとい

う欠点を持つ.

Bタイブは大枠で検索するには便利キｰワｰドが

短かくて簡潔キｰワｰド付与が簡単たどの利点が目

立つが利用者にはデｰタベｰスレベルでの検索では組

合せカミ自由たのできわめて有効であるが冊子体では大

枠での検索しか出来ない不便さがある.

地質ニュｰス410号�
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このように利点･欠点を合わせ持っているため委員

会の検討では結論が出ず現場である私達に当面は任せ

られることになった.私達もこの2年間両タイプを

往きつ戻りつ蓬れ動いてはいるが利用者のことを考え

ると冊子体での利用が圧倒的に多いことから最近はA

タイプの採り方の便向が強い.

b町･村名に県名を付記することの是･否

数名の委員から細かい地名は同一名が多いので県名

が付記されると便利との要望があったため1987年入力

分から町･村名には原則として県名を付記した.例え

ば佐之島(愛知)のように.

この件では委員の意見は半女で当面は現行通り付記す

ることとたった.

Cその他形容詞前置詞的た意味を表す語及び普

通名詞の扱い

例えば熱的構造地質学的評価統計的手法塑基

性火山岩クリｰプ性崩壊火成活動地震活塑材料

評価物理的性質減水特性地質調査土壌カス塑査

この類いの語は非常は多いのだが委員の殆んどが要･

不要の判断に苦しむとのことであった.例えば“地質

調査"の調査は必要“土壌ガス調査"の調査は不要

との意見もあり要｡不要の基準を見出すことが出来た

かった.また英単語複数の～s例えばRocks

Terranesだとの要･不要も結論カミ出ず当面は今まで

通り表記通りの入力とたった.

d専門用語の統一はむつかしい

キｰワｰドの数をなるべく少なくするには同義語を纏

めるのカミｰ番である.アンケｰト調査②の結果からも

キｰワｰド統一の必要性では一致しているものの具体

的た語になると意見カミ大変分れた.

表5イはr日本地質文献目録1987｣のキｰワｰド索引

中で“花寓岩"という語を頭に持つキｰワｰドを並べた

ものである.回答者のうち3名が“花嵐岩"でのくく

りを主張したカミ統一すべき語の指定は必ずしも一致し

ていない.表5口も“葛根田"を頭に持つ語での質間

でこれも3人3様の回答であり表5ハも同じ結果で

あった.

盈｡今後の課題

入力開始3年目を迎えたこの4月に当所情報解析課

村田泰章技官によって入力ソフトの改良カミ行われこれ

までは欧文か和文のどちらか一方Lか入力できたかった

著者名･論題名･資料名･発行者名がこれらを含めた

第5表

イ

愀

花嵩岩←一

着崩若々盤一

着嵩岩避人一

着嵩岩活動一

花嵩岩系列一

花嵩岩研究史一

着崩岩巨大試験片

花嵩岩類

花開岩類崩壊

花開岩斜面

花嵩岩質岩

花嵩岩質岩石

花鵠岩質岩体

花嵩岩体

�

�

a,b,c…回答者

.矢印のキｰワｰドに統一

.統一の必要性あり但し

'キｰワｰドの指定は別途検討

戀

�

葛根田

葛根田地域

蔦根田(岩手)

蔦根田地熱地域

葛根田地熱地帯

葛根田地熱弁

愀

戀

�

]→“葛根田地熱"

慢�

“圧力干渉"

圧力干渉効果一

圧力干渉試験一

圧力干渉試験解析法一

圧力干渉測定一

圧力干渉テストｰ

圧力効果

圧力構造

圧力応答

圧力遷移テスト

圧力セル

圧力試験

圧力誘起相転移

一“圧力､

→“圧力干渉試験"

1988年10月号�
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第任表

論文題名

却物步���慵�����慷愀

�畬琩楮湯牴�����摯

����漱�楮�效楴���

��楮本卯畴��獨甬���

批���捫��副�瑩潮潦

����睥�����

GEOLISのキｰワｰド

協剉���偆��

乁奏剏���啌�

����

乏剔������

�����䑓

��奏午����

���奕午�

�佃���佔��一

����告����

GEOREFのキｰワｰド

���

��捴���漱��

晡由瑳

摩��捥浥��

�物步���慵��

��慳�

�楡

���条睡�由�

���摯

��歡��

景��

獨�爀

�景�慴楯�

物����牡�慵��

獵��瑩潮

佃����却

���

�牡�慮�慴攀

���

��捴���漱��

����匀

��慳�

�楡

�瑯�獨��摩湧

��桵

�慴敲潴慴楯�

�����瑯��

���瑳��摩湧

��物��楮最

�����異敲杲��

�畧慇�異

fo】ds

���攀

���攀

�牴楡特

全項目で欧和両語での入力が可能となった.また冊子

体目録作成のための出力ソフトも少しづつ改良されてい

る.

著者名･資料名の扱い･統一もほぼ見通しがついたが

最後に残るのカミキｰワｰド付与の問題である.

ちなみに米国AGI(TheA血ericanGeo1ogica1In-

stitute)製作の地球科学文献デｰタベｰス:Georefと

当所のGeoLiSの双方に掲載された同一論文のキｰワ

ｰドを比較してみると表6に示す通り非常に大きな差

がある..

Georefは“GeorefTheasaurusandGuidetoIn.

dexing"というシソｰラスが作成されており現在4th

Editionまで版を重ねA4判512ぺ一ジという独自の

辞書からキｰワｰドカミ付与されている.

当所のGeoLiSのキｰワｰドの充実を図るには当所

独自のシソｰラスを作るか研究者によるイソデックサ

ｰ･グルｰプを組んでキｰワｰド付与の作業に当る必

要があると考える.しかし当面はこれら改善策の実

行は不可能たことから現在のやり方を継続せざるを得

ない.

｢文献デｰタベｰス委員会｣ではデｰタベｰス構築

に関わる問題点の認識カミやっと一致した段階で改善

策を練るのは今後に持ち越すことにたったが当面次

善の策として1988年分の入力が終了Lた時点でキｰワ

ｰド索引を出力してキｰワｰド統一化への検討の手がか

りを考えることとたった.

このように多くの研究老の協力を得たがら構築して

いるデｰタベｰス:GeoLiSはまだ所内利用だけに限

定されている.所外の方々は冊子目録での利用しかで

きないのが精魂込めて製作に取り組んでいる私達にと

って残念でたらたい.地学関係の仕事に携わる多くの

方々に一日も早く利用して頂ける目が訪ずれるのを

私達担当者は願って止まだい.
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